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研究成騨陪書

要約

日華外分自~~夜中には、分詑型 IgAカ滞在し、牌局所における免疫学的|功御樹蕃

におし、て中心的役割を担っていることカ淵られている。しかし、我々は、分泌型 IgA

のみならず、牌液中には多量の補体成分か存在し、 I併とともに局戸脱疫樹葺を構成

していることを見出した。たとえば、ヒト牌液中のα量は10-ωμglrnlにも及ふも

また、その他の補体成分C4や加orBの存在も確認してし、る。これらの、補体成分

の産生部位を確認する目的で、さまざまの開高細胞株を用いて検討した。その結果、

導管由来の胸部臨時未のほとんどカ精体成分を産生分泌しているが、腺房細胞由来の

細胞株からの産生は確認されなかった。さらに、これらの補体成分の産生は IL-1戸、

官、W-a、 I骨~-yなと、の炎症性サイトカインにより制御されている。即ちこれらの補体

卵子の産生は、勝局所の炎症に伴って、炎也細胞や間質の細1勧、ら産生されるサイト
カインにより巧妙、に制御されている。すなわち、牌液中の補体成分の量的変化を検討

することで、牌実質内の炎症の度合し、を推測できる可能l幼 t示唆される。我々はこれ
らの知見を確認するために、 insitu hybrid凶tion(IS同を施行した。月鞠織におけるISH

は非常に困難だが、これまでの結果百胡革導管細胞に補体成分の m悶 A を艦忍して

いる。さらに、慢l胡幸炎などの組織と正常組織の雌交では、慢|割雫約局最におして補
体成分 m即仙の発現が増強している傾向を得ている。牌液中の補体成分の病変との

関連についても検討中だカ大樹蝉炎患者では牌液中の補体駒子の量が高し、傾向があ

るものの、明らかな有意差を得るまでには至っていない。今後、さらに症例を重ねて、

検討する余士断滅されている。
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